
提

出

者

赤

嶺

政

賢

平
成
十
七
年
十
月
七
日
提
出

質

問

第

一

一

号

長
崎
県
佐
世
保
市
の
陸
上
自
衛
隊
相
浦
駐
屯
地
で
の
対
戦
車
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
Ａ
Ｈ
―
�
Ｓ
（
コ
ブ
ラ
）
の
墜
落

事
故
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

11



長
崎
県
佐
世
保
市
の
陸
上
自
衛
隊
相
浦
駐
屯
地
で
の
対
戦
車
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
Ａ
Ｈ
―
�
Ｓ
（
コ
ブ
ラ
）
の
墜
落

事
故
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

去
る
九
月
十
八
日
、
長
崎
県
佐
世
保
市
の
陸
上
自
衛
隊
相
浦
駐
屯
地
の
創
立
五
十
周
年
記
念
行
事
「
西
海
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス

タ
�
�
�
�
」
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
公
開
の
「
模
擬
戦
闘
訓
練
」
に
参
加
し
て
い
た
対
戦
車
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
Ａ
Ｈ
―
�
Ｓ
（
コ
ブ

ラ
）
（
以
下
「
Ａ
Ｈ
―
�
Ｓ
」
と
い
う
。
）
一
機
が
墜
落
し
た
。

こ
の
日
は
、
一
般
市
民
約
二
二
〇
〇
人
の
観
客
が
見
学
し
て
お
り
、
墜
落
現
場
か
ら
観
客
席
ま
で
は
わ
ず
か
一
〇
〇
メ
ー
ト

ル
先
で
、
破
片
が
飛
び
散
る
な
ど
、
あ
わ
や
大
惨
事
の
事
故
に
現
場
に
い
た
市
民
か
ら
は
、
恐
怖
と
怒
り
の
声
が
あ
が
っ
た
。

十
月
三
日
に
は
、
仁
比
聡
平
参
議
院
議
員
、
山
下
千
秋
佐
世
保
市
議
会
議
員
ら
一
一
名
の
調
査
団
は
、
事
故
現
場
を
視
察

し
、
同
駐
屯
地
の
大
塚
敏
郎
司
令
か
ら
説
明
を
受
け
た
。

調
査
団
は
、
今
回
の
事
故
に
つ
い
て
、
単
に
偶
発
的
な
も
の
で
は
な
く
墜
落
の
危
険
性
を
孕
ん
だ
戦
技
訓
練
で
あ
り
、
大
惨

事
に
繋
が
り
か
ね
な
い
も
の
で
あ
る
と
の
認
識
を
強
く
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
Ａ
Ｈ
―
�
Ｓ
の
実
戦
を
想
定
し
た
戦
技
訓
練
は
、
極
め
て
高
度
な
技
量
を
要
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

こ
う
し
た
戦
技
訓
練
が
、
市
民
に
公
開
し
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
自
体
問
題
で
あ
る
が
、
同
駐
屯
地
を
は
じ
め
と
す
る
自
衛
隊

一



基
地
や
そ
の
周
辺
の
九
州
の
山
間
地
域
で
、
昼
夜
を
問
わ
ず
日
常
的
に
行
な
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
事
態
は
住
民
の
生
命
と
安
全
に
と
っ
て
重
大
な
問
題
で
あ
る
。

ま
た
九
月
十
七
日
に
、
西
部
方
面
普
通
科
連
隊
が
、
佐
世
保
市
内
の
商
店
街
を
戦
闘
服
で
小
銃
、
機
関
銃
を
携
行
し
て
行
進

し
た
こ
と
は
、
市
民
感
情
を
無
視
し
た
威
圧
、
異
様
な
行
動
と
断
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。

従
っ
て
、
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
し
た
い
。

一

陸
上
自
衛
隊
相
浦
駐
屯
地
で
の
Ａ
Ｈ
―
�
Ｓ
の
墜
落
に
つ
い
て

�

陸
上
自
衛
隊
相
浦
駐
屯
地
創
立
五
十
周
年
記
念
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
公
開
の
「
模
擬
戦
闘
訓
練
」
中
の
Ａ
Ｈ
―
�
Ｓ
が
墜

落
し
た
事
故
は
観
客
の
目
前
で
起
き
た
。
燃
料
へ
の
引
火
に
よ
る
爆
発
、
炎
上
と
い
う
最
悪
の
事
態
の
可
能
性
も
あ
っ
た

の
で
は
な
い
の
か
。

�

「
模
擬
戦
闘
訓
練
」
時
に
、
Ａ
Ｈ
―
�
Ｓ
は
、
地
表
か
ら
七
メ
ー
ト
ル
以
下
の
超
低
空
で
飛
行
し
、
急
旋
回
す
る
際
に

地
面
に
ロ
ー
タ
ー
が
接
触
墜
落
し
た
と
い
う
が
、
事
故
原
因
に
つ
い
て
は
、
機
器
の
不
具
合
に
よ
る
と
い
う
よ
り
も
、
人

為
的
ミ
ス
に
よ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
判
断
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
の
か
。

�

Ａ
Ｈ
―
�
Ｓ
の
飛
行
訓
練
に
つ
い
て
は
、
各
部
隊
長
の
判
断
で
見
合
わ
せ
る
と
し
て
い
る
が
、
事
故
調
査
報
告
書
が
公

二



表
さ
れ
る
ま
で
の
間
と
い
う
こ
と
か
、
そ
れ
と
も
事
故
報
告
書
が
で
る
前
に
、
飛
行
を
再
開
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
う

る
の
か
。

�

陸
上
幕
僚
監
部
に
事
故
調
査
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
と
い
う
が
、
ど
の
よ
う
な
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
か
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。
事
故
直
後
か
ら
こ
れ
ま
で
、
事
故
調
査
委
員
会
と
し
て
ど
の
よ
う
な
調
査
を
し
た
の
か
、
ま
た
事
故

調
査
報
告
書
は
、
い
つ
ま
で
に
ま
と
め
公
表
さ
れ
る
の
か
。

�

陸
上
自
衛
隊
に
Ａ
Ｈ
―
�
Ｓ
が
導
入
さ
れ
て
以
降
、
墜
落
事
故
等
の
発
生
件
数
及
び
事
故
の
概
要
と
原
因
に
つ
い
て
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

相
浦
駐
屯
地
で
行
な
わ
れ
た
「
模
擬
戦
闘
訓
練
」
は
、
ど
の
よ
う
な
性
格
と
内
容
の
訓
練
な
の
か
。
ま
た
、
い
か
な
る

想
定
の
も
と
に
行
な
わ
れ
た
の
か
。
レ
ン
ジ
ャ
ー
部
隊
、
小
銃
小
隊
、
戦
車
、
榴
弾
砲
、
迫
撃
砲
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
等
が

参
加
し
て
実
施
し
た
と
い
う
が
、
参
加
部
隊
等
の
規
模
を
含
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

こ
の
よ
う
な
訓
練
を
一
般
市
民
に
公
開
し
て
行
な
う
目
的
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

�

相
浦
駐
屯
地
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
「
模
擬
戦
闘
訓
練
」
を
公
開
し
て
行
な
っ
て
き
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
い

つ
か
ら
ど
の
よ
う
な
規
模
の
訓
練
を
行
な
っ
て
き
た
の
か
、
そ
の
経
緯
と
訓
練
の
概
要
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
そ
の
際
、

三



Ａ
Ｈ
―
�
Ｓ
は
常
に
参
加
し
た
の
か
。

�

陸
上
自
衛
隊
の
駐
屯
地
で
、
創
立
記
念
日
に
、
こ
の
よ
う
な
公
開
の
「
模
擬
戦
闘
訓
練
」
を
行
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が

あ
る
の
か
、
あ
れ
ば
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

墜
落
し
た
Ａ
Ｈ
―
�
Ｓ
は
、
佐
賀
県
の
目
達
原
駐
屯
地
所
属
の
第
三
対
戦
車
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
第
二
飛
行
隊
所
属
で
あ

る
。
Ａ
Ｈ
―
�
Ｓ
は
全
国
に
八
五
機
配
備
し
て
い
る
と
い
う
が
、
こ
の
際
、
部
隊
名
及
び
所
在
地
と
保
有
数
を
明
ら
か
に

さ
れ
た
い
。

１０

Ａ
Ｈ
―
�
Ｓ
の
戦
技
訓
練
は
、
相
浦
駐
屯
地
及
び
そ
の
周
辺
の
山
間
部
や
他
の
自
衛
隊
の
駐
屯
地
、
九
州
の
山
間
部
で

昼
夜
を
問
わ
ず
、
日
常
的
に
行
な
っ
て
い
る
と
い
う
が
、
九
州
地
方
で
は
、
相
浦
駐
屯
地
以
外
、
ど
こ
の
駐
屯
地
で
行

な
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
訓
練
な
の
か
。

１１

自
衛
隊
は
一
部
を
除
き
航
空
法
が
適
用
さ
れ
る
と
考
え
る
が
、
こ
う
し
た
訓
練
を
行
な
う
場
合
に
は
、
国
土
交
通
大
臣

の
許
可
を
ど
の
よ
う
に
得
て
実
施
し
て
い
る
の
か
。

二

西
部
方
面
普
通
科
連
隊
に
つ
い
て

�

西
部
方
面
普
通
科
連
隊
の
二
四
〇
名
が
、
相
浦
駐
屯
地
創
立
五
十
周
年
記
念
行
事
を
名
目
と
し
て
佐
世
保
市
内
の
商
店

四



街
を
武
装
し
て
行
進
し
て
い
る
が
、
ど
こ
か
ら
の
要
請
に
も
と
づ
く
も
の
か
、
地
方
自
治
体
等
の
了
承
を
と
っ
た
の
か
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

商
店
街
で
戦
闘
服
を
着
用
し
、
武
装
し
て
行
進
す
る
な
ど
と
い
う
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
は
な
い
の
か
、
そ
の
目
的
と

理
由
は
何
か
。

こ
う
し
た
行
動
が
市
民
に
対
し
て
威
圧
し
誇
示
す
る
も
の
で
あ
り
、
異
様
な
行
動
で
あ
る
と
の
認
識
は
な
い
の
か
、
今

後
は
中
止
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

�

商
店
街
を
武
装
し
た
部
隊
が
行
進
す
る
な
ど
と
い
う
例
は
全
国
的
に
あ
る
の
か
、
あ
る
と
い
う
な
ら
そ
れ
を
明
ら
か
に

す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

�

二
〇
〇
二
年
三
月
に
全
国
で
初
め
て
、
相
浦
駐
屯
地
に
創
設
さ
れ
た
西
部
方
面
普
通
科
連
隊
（
六
六
〇
人
）
は
レ
ン

ジ
ャ
ー
部
隊
を
中
心
と
す
る
特
殊
作
戦
を
行
な
う
部
隊
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
部
隊
の
性
格
と
任
務
等
、
そ

の
全
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

西
部
方
面
総
監
（
熊
本
）
の
直
轄
部
隊
と
い
わ
れ
、
我
が
国
の
島
の
あ
る
と
こ
ろ
で
他
国
に
面
し
て
い
る
有
人
島
の
九

〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
九
州
、
沖
縄
地
方
に
所
在
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
島
嶼
地
域
で
の
事
態
に
迅
速
に
対
処
す
る
た
め
と
い

五



わ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
に
説
明
さ
れ
た
い
。

�

「
防
衛
力
の
あ
り
方
検
討
会
議
」
（
平
成
十
六
年
十
一
月
）
に
よ
れ
ば
、
「
南
西
諸
島
の
防
衛
体
勢
強
化
の
観
点
か

ら
、
第
一
混
成
団
を
旅
団
に
改
編
す
る
。
同
時
に
、
軽
装
甲
機
動
車
を
増
強
す
る
な
ど
し
て
機
動
力
の
向
上
を
図
る
。
ま

た
、
島
嶼
部
へ
の
侵
略
等
の
際
に
機
動
的
に
展
開
す
る
部
隊
と
し
て
西
部
方
面
普
通
科
連
隊
を
保
持
す
る
と
と
も
に
、
島

嶼
部
の
情
報
収
集
・
処
理
能
力
を
向
上
さ
せ
る
」
と
し
て
い
る
。
西
部
方
面
普
通
科
連
隊
は
、
島
嶼
部
へ
の
侵
略
等
へ
の

対
処
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
侵
略
等
の
事
態
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

�

来
年
度
、
防
衛
庁
長
官
の
直
轄
下
に
陸
上
自
衛
隊
中
央
即
応
集
団
が
新
編
さ
れ
、
中
央
即
応
集
団
の
司
令
部
の
下
に
特

殊
作
戦
群
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
特
殊
作
戦
群
に
は
、
西
部
方
面
普
通
科
連
隊
が
傘
下
に
入
る
こ
と
に
な
る

の
か
、
ま
た
中
央
即
応
集
団
の
組
織
の
性
格
及
び
特
殊
作
戦
群
の
任
務
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

六


